
9月定例会  13人の議員が一般質問

牧野の森
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付
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独
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や
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独
補
助
事
業
や
原
材
料
支
給
を
活
用
し
た
整
備
を

随
時
実
施
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と
こ
ろ
で
す
。今
後
、地
域
の

随
時
実
施
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。

質問事項
◆香取市の福祉計画
◆地域おこし協力隊
◆森林環境整備基金の活用
◆香取市の小規模埋め立て事業

質問事項
◆学校給食の無償化について、方針は
◆令和４年産飼料用米の作付け面積は、また飼料
用米出荷奨励金の見直しは
◆農道、赤道および用排水路の整備

井上
徹

香
取
市
の

香
取
市
の

今
後
の
福
祉
計
画
は

今
後
の
福
祉
計
画
は

学
校
給
食
の
無
償
化
に

学
校
給
食
の
無
償
化
に

つ
い
て
、
方
針
は

つ
い
て
、
方
針
は木村

博きむら ひろし 議員 いのうえ とおる 議員

かとり市議会だより No.67かとり市議会だより No.67 1415


